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＜連絡事項＞
・3/24（水）18:50～20:20　八戸パークホテルにてＤＬＢセミナー開催。
ＺｏｏｍによるＷｅｂでの参加も出来るので、参加希望者はチラシのＱＲコードより登録をお願いします。
[bookmark: _GoBack]
＜患者様連絡事項＞
・石田　利雄様～4/1（木）8:30お迎えにて西病院内科他科受診あり。医事へ入院証明書依頼している。当日の朝食は早出しでお願いします。

・寺井　恵理子様～姉様より外泊にて病状の安定見られ、受け入れ希望あり。主治医より退院許可となる。3/18（木）16:30退院希望、初外来は4/2（金）11:00にて予約する。定期的に様子を見に来ていた母様が高齢であるため、姉様よりヘルパーや訪問看護の希望あり。青明舎の登録を紹介する。

・久慈　昭様～入院時採血にてカリウム2.5ｍEq/Lと低値あり。本日夕よりアスパラカリウム３Ｔ　１×毎食後７日分処方となる。

・北村　イウ子様～定期採血にてカリウム2.5ｍEq/Lと低値あり。船場Dr.へ報告し、本日夕よりアスパラカリウム６Ｔ　２×毎食後４日分処方となる。

・新山 玄一郎様～栄養スタッフに報告し、とろみ、極キザミで夕より食事形態変更となる。

＜部屋移動＞
【ユニット移動】
・澤代　榮子様：東C6　→　東B1
・戸久世　渚様：東A9　→　東B1
【部屋移動】
・本間　啓子様：東C5　→　東C6
【入院】
・佐藤　真実様：東C5

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開錠後も暫く臥床しているが、目を離すと部屋を飛び出して、他室侵入繰り返し、早めに開放観察終了としている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。指定の時間（9:00～11:00、13:00～17:00）の両上肢のみ拘束解除実施。不穏さや私物の過度な確認行為は無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _Hlk62478463]＜要注目患者様情報＞
・橋本　とし様～各食1/2～1/4摂取。服薬はスムーズに内服。指示の点滴トラブル無く施行。バイタル異常・不調の訴えは無く、対面時も穏やか。

・木村　美智子様～体温36.9～37.1℃、他バイタル異常・酸素飽和度低下無し。体熱感軽度・悪寒無い為、14:00クーリング開始。指示の点滴トラブル無く施行。痰鳴あり、吸引施行し黄白色粘稠痰除去。時折開眼し瞬きあるが、睫毛反射は無い。

・戸久世　渚様～不穏・他者トラブルは無く、落ち着いて日課行えている。10:25療養環境の為、東Aユニット9号室→東Bユニット1号室へユニット移動。移動後は同室者と談笑している姿が見られ、穏やか。

・石田　利雄様～帰宅要求や不穏さは無い。対面時も穏やか。

・高屋　静江様～帰宅要求聞かれるが切迫した様子は無い。私物の所在確認あるがスタッフ説明は聞き入れ出来ている。

・葛西　睦子様～ホールにて過ごされている。スタッフの声掛けには返答されており、帰宅要求や他室侵入・徘徊等は無い。

・久慈 昭様～各食全量摂取。自室で新聞を読んで過ごされ、対面時も穏やか。帰宅要求や不穏さ無し。

＜安ヶ平Ｄｒ．診察情報＞
・中山　真由美様～本人希望にてヒアルロン酸点眼液2本、頭痛時ロキソプロフェンNa（60）1T・胃痛時レバミピド（100）1T　7回分処方あり。
・その他処方変更等なし。

＜古川歯科受診＞
・風穴　義信様～本日歯科受診している。義歯の状態を見たいため受診の直前まで義歯を入れておくように指示ある。（歯肉の圧迫跡があるか見たいため）

＜入院患者様情報＞
日　　時：R3.3.12　12:00
氏　　名：佐藤　真実(さとう　まこと)様
生年月日：昭和14年3月10日(82歳)
病　　名：前頭側頭葉型認知症
性　　別：男性
主 治 医：田名部Dr
入院形態：医療保護入院
病　　棟：東病棟Cユニット5号室

＜経過＞
　八戸市立病院内分泌糖尿病科より紹介ありR1年3月29日初診。Ⅱ型糖尿病で平成24年5月から市民病院で加療されている。平成26年1月から食事量の減量や運動量の減少見られておりR1年7月17日より1週間程市民病院に入院し退院。退院後は、おいらせ町の長男夫婦宅で同居。R2年6月に八戸市へ転居。同年12月に長男が離婚し、長男と2人暮らしとなっていた。気分の落ち込みや意欲低下は変わらず見られており、最近では排泄の失敗が増え、便失禁が見られている。R3年3月8日デイサービス先で、入浴中、体位変換後に意識消失し、市民病院へ救急搬送。エコーや心電図実施したが異常所見なし。今後について、サービス利用や施設入所、入院を検討するよう説明を受けていた。ここ最近では、易怒性や苛々感も認められており、希死的発言も聞かれている。長男も仕事をしており、日ごろ本人の状態を確認する事は難しく、入院治療の希望あり。R3.3.12、
13：46服薬調整・食欲不振など症状改善目的にて東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。

ＬＴセット：Ｂプラン　　オムツ②
買物不可
糖尿病食２０単位
